
産業ガス高度なモノづくり基盤を支える
　
酸
素
、
窒
素
、
ア
ル
ゴ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
産
業
ガ
ス
は
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業

を
下
支
え
す
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
例
え
ば
鉄
鋼
や
化
学
産
業
で
は

大
量
の
酸
素
ガ
ス
が
使
わ
れ
る
。
自
動
車
や
機
械
産
業
と
い
っ
た
金
属
加
工
の
分
野

で
は
、
切
断
・
溶
接
、
熱
処
理
な
ど
に
酸
素
や
窒
素
、
ア
ル
ゴ
ン
な
ど
が
役
立
て
ら

れ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
高
度
化
が
進
む
と
と
も
に
、
産
業
ガ
ス
業
界
も
そ
の
変

化
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

海
外
需
要
が
好
調
生
産
・
供
給
の
効
率
化
課
題

プラント心臓部のアルミニウム
製精留棟が組み立てられる現場

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　

海
上
輸
送
で
海
外
へ

出
荷
さ
れ
る

　
産
業
ガ
ス
は
鉄
鋼
、
化

学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動

車
、
機
械
、
半
導
体
、
医
療

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
。
三
大
産
業
ガ
ス

と
言
わ
れ
る
の
が
酸
素
、
窒

素
、
ア
ル
ゴ
ン
。
酸
素
は
化

学
的
に
活
性
が
高
く
、
燃
焼

関
連
の
用
途
に
、
窒
素
は
不

活
性
の
性
質
を
持
ち
、
半
導

体
や
金
属
化
合
物
の
製
造
雰

囲
気
ガ
ス
な
ど
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
ま
た
ア
ル
ゴ
ン
は

高
温
、
高
圧
で
も
他
の
元
素

と
化
合
し
な
い
の
が
特
徴

で
、
溶
接
時
の
高
温
な
金
属

な
ど
反
応
性
の
高
い
物
質
の

雰
囲
気
ガ
ス
と
し
て
使
わ
れ

る
。

　
こ
れ
ら
ガ
ス
の
製
造
方
法

と
し
て
最
も
一
般
的
な
の
が

「
空
気
分
離
装
置
」
と
呼
ば

れ
る
プ
ラ
ン
ト
を
使
っ
た
深

冷
分
離
法
。
原
料
と
な
る
空

気
か
ら
不
純
物
な
ど
を
取
り

除
い
た
後
、
圧
縮
、
冷
却
を

繰
り
返
し
、
で
き
た
液
体
を

極
低
温
状
態
で
沸
点
の
差
を

利
用
し
て
蒸
留
し
、
窒
素
と

酸
素
に
分
離
す
る
。
酸
素
と

沸
点
が
近
い
ア
ル
ゴ
ン
は
、

液
体
酸
素
の
中
か
ら
ア
ル
ゴ

ン
成
分
の
多
い
と
こ
ろ
を
取

り
出
し
て
精
製
す
る
。

　
産
業
ガ
ス
で
国
内
最
大
手

の
大
陽
日
酸
は
、
こ
の
プ
ラ

ン
ト
製
造
か
ら
ガ
ス
精
製
、

供
給
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け

る
。
同
社
の
京
浜
事
業
所

川
崎
市

で
製
造
さ
れ
る

空
気
分
離
装
置
は
、
国
内
シ

ェ
ア

％
。
コ
ン
パ
ク
ト

化
、
高
効
率
化
、
耐
震
性
な

ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
作
ら
れ
た

装
置
は
、
国
内
だ
け
で
な
く

世
界

カ
国
に
３
０
０
台
以

上
の
輸
出
も
し
て
い
る
。

　
現
在
、
主
力
の
鉄
鋼
向
け

な
ど
の
海
外
受
注
が
好
調
な

た
め
同
事
業
所
は
フ
ル
稼
働

が
続
く
。
工
場
で
は
コ
ー
ル

ド
ボ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
プ

ラ
ン
ト
心
臓
部
の
中
で
も
核

と
な
る
精
留
棟
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
製
部
品
を
組
み
合
わ
せ

る
溶
接
工
程
が
次
々
と
行
わ

れ
て
い
る
。
韓
国
、
ト
ル
コ

な
ど
の
出
荷
先
に
、
部
品
や

ユ
ニ
ッ
ト
が
海
上
輸
送
で
設

置
場
所
へ
運
ば
れ
る
。

　
構
造
材
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
使
う
の
は
放
熱
性
に
優
れ

る
た
め
。
一
部
工
程
で
は

２
０
０
度
Ｃ
近
く
の
温
度
と

な
り
、
低
温
で
も
性
能
を
維

持
で
き
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

用
い
る
。
ア
ル
ミ
溶
接
工
程

は
高
精
度
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
で
き
次
第
で
ガ
ス
の
品
質

に
関
わ
る
こ
と
か
ら
同
社
が

技
能
者
の
育
成
に
最
も
力
を

入
れ
る
と
い
う
。

　
増
え
る
海
外
向
け
へ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
対
応
も
課
題
。
辰

巳
高
司
常
務
は
「
プ

ラ
ン
ト
心
臓
部
の
コ

ー
ル
ド
ボ
ッ
ク
ス
は

日
本
で
作
る
が
、
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど

周
辺
機
器
は
現
地
調

達
も
進
め
る
」
と

し
、
円
高
対
応
や
効

率
化
に
取
り
組
む
。

同
事
業
所
か
ら
出
荷

す
る
空
気
分
離
装
置

の
う
ち
「
４
割
程
度

は
海
外
向
け
に
し
た

い
」

辰
巳
常
務

と
し
、
プ
ラ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
を
見
据
え
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
大
口
ユ

ー
ザ
ー
群
で
あ
る
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
再
編
へ
の

対
応
も
進
め
る
。
例
え
ば
千

葉
地
区
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
向
け
で
は
、
従
来
よ
り
小

型
化
し
た
空
気
分
離
装
置
の

プ
ラ
ン
ト
を
２
０
１
２
年
５

月
に
子
会
社
の
千
葉
サ
ン
ソ

セ
ン
タ
ー

千
葉
県
市
原

市

袖
ケ
浦
工
場

袖
ケ
浦

市

に
新
設
。
酸
素
ガ
ス
の

主
用
途
で
あ
る
酸
化
エ
チ
レ

ン
の
生
産
量
が
低
下
す
る
の

を
受
け
、
採
算
性
の
高
い
プ

ラ
ン
ト
に
更
新
す
る
。
　

　
酸
素
ガ
ス
の
生
産
量
は
ピ

ー
ク
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

前
か
ら
需
要
低
迷
で
減
ら
し

て
お
り
、
プ
ラ
ン
ト
稼
働
の

効
率
化
を
図
る
。
た
だ
「
窒

素
ガ
ス
は
災
害
防
止
の
保
安

用
と
し
て
あ
る
程
度
維
持
す

る
必
要
が
あ
る
」

田
中
義

隆
千
葉
サ
ン
ソ
セ
ン
タ
ー
常

務

と
し
、
新
プ
ラ
ン
ト
は

窒
素
主
体
で
生
産
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
三
大
ガ
ス
の
他
に

も
、
産
業
ガ
ス
業
界
が
関
わ

る
の
は
、
沸
点
が
最
も
低
く

超
低
温
冷
却
用
途
な
ど
に
使

わ
れ
る
ヘ
リ
ウ
ム
、
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
や
飲
料
な
ど
に
使
わ

れ
る
二
酸
化
炭
素

炭
酸
ガ

ス

、
燃
料
電
池
自
動
車
の

燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
水

素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
確

実
に
か
つ
低
コ
ス
ト
で
ガ
ス

を
生
産
・
供
給
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
求
め
て
、

き
め
細
か
な
取
り
組
み
が
続

い
て
い
る
。


